
 

新緑の美しい季節となりました。ゴールデンウィークはどこかにお出かけになられました

か？1、2日は休診とさせていただきましたが、日頃できない銀行回りやデスクワーク、部屋の

片付けなどが少しはかどりました。3 月にホルモン検査を受けたところ、コルチゾールという

ストレスホルモンが非常に高い数値を示していました。自分ではそんなにストレスを感じてい

ないつもりでしたが、体の中ではストレスと戦っていたのですね。普段の生活を見直し、休息

も上手に取らねばならないと思いました。 

新学期が始まり、授業参観に行かれた保護者の方も多いと思います。ぽかんと口を開けた子

供が多いことに気付かれませんでしたか？度々このお便りでも申し上げておりますが、口呼吸

は万病のもとなのです。鼻で息をすれば、鼻粘膜や繊毛でほこりや細菌などの異物を取り除き

ます。また、外部の乾いた空気に湿り気を与え、温めてから体内に取り込む加湿や加熱の機能

もあります。口が開いたままだと、口内が乾燥して唾液の循環が悪くなり、虫歯や歯周病のリ

スクも高くなり、歯並びも悪くなる恐れがあります。口唇力を付けるための器具もありますが、

小さい子供さんなら、ストローでぶくぶくさせたり、風船を膨らませる、口笛の練習などもよ

いでしょう。また、姿勢が悪いと口が開きます。今の若い方はとにかく姿勢が悪い！猫背で首

が突出しています（老人の姿勢に似ています）。口呼吸の場合は鼻呼吸と比べて、生涯にかかる

医療費が 3000から 7000万円増えるそうです。口呼吸もある意味では生活習慣病ではないでし

ょうか。小児期の間に鼻呼吸を確立させたいものです。 
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「幸せの鐘を鳴らそうよ」 

                     大沼えり子（作家、ＮＰＯ法人ロージーベル理事長） 

                           『致知』２０１２年１月号「致知随想」より 

  

 

一人の少年のために、一人の少年のあの笑顔を取り戻すために、私は保護司（ほごし）になりま

した。 

 あれは長男がまだ小学一年生の時でした。私は嫁ぎ先の割烹料理店の切り盛りに 慌ただしい毎

日を送っていましたが、鍵っ子だった自分と同じ寂しさを、我が子には味わわせたくないと思い、

午後には一時帰宅し、おやつをつくって迎えていました。 

 せっかくつくるのなら、と息子の友達にも振る舞うようになり、いつしか我が家は大勢の子供た

ちの賑やかな遊び場となりました。 

私は彼らが心底愛おしく、うちに来る子はすべて自分の子のつもりで接していました。 

 その中に一人、他の子と遊ばずいつも私のそばから離れない少年がいました。 

母親が病のため愛情に飢えていたのでした。母親の温もりを知ってほしいと思い、とりわけ彼には

愛情を注いでいました。 

 そんなある日、事件が起きました。少年が息子と一緒に遊びに行った友達の家から、マスコット

人形を盗ったというのです。 

友達の弟が大切にしていた人形だったため、母親まで巻き込んだ騒ぎになり、私のもとに相談に見

えたのです。 

 私は日頃から子供たちに、うちの子になるならルールを守ろうねと言い聞かせていました。 

嘘をつかない、人に迷惑をかけない等々、自分が親から言われてきたことばかりです。 

「はい！」と元気に答える彼らの中でも、とりわけ嬉しそうに頷いていたのがその少年でした。 

それだけに、彼が人のものを盗ったとは信じられませんでした。 

しかしなくなった人形を少年の家で見た、と息子が言うのです。 

 家庭の事情で玩具も満足に買ってもらえない少年。盗ったのではなく、きっと欲しかったのだ。 

私はそう考え、とにかく一緒に謝ろうと言いました。 

 ところが彼はいくら言い聞かせても謝ろうとしません。裏切られた気持ちになった私は、もうう

ちには二度と来ないで、と強い口調で言ってしまいました。 

 二週間くらいたった頃、布団を干していると、門のあたりに小さな人影がありました。 

チャイムを押そうとしてためらい、行ったり来たりしているのはあの少年でした。 

彼がそうして毎日うちに立ち寄っていることを息子から聞き、私は思わず駆け寄って抱きしめまし

た。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 少年が「ごめんね」と繰り返しながら漏らした言葉に、私は頭をぶたれたようなショックを受け

ました。 

「あれは盗ったんじゃなくて、もらったんだ……」 

あの時、なぜもっと事情を聞いてあげなかったのだろう。大好きな人から謝罪を強要され、幼い少

年の心はどんなに傷ついたことだろう……。 

その後、少年は再び我が家に遊びに来るようになりましたが、家庭のことで心を荒ませ、いつし

か顔を見せなくなりました。 

中学へ進学してからは、家の前を通る度に髪の色や服装が奇抜になっていき、声をかけても返事す

らこなくなりました。 

そしてとうとう鑑別所に送られる身となったのです。 

もちろん直接の原因ではありませんが、あの時、無垢な彼の心を傷つけた後悔の念は、私の中で燻

り続けていました。 

 彼に償いがしたい。もう一度彼の笑顔に会いたい―― 

ずっとそう思い続けていたので、保護司のお話をいただいた時は二つ返事でお引き受けしたのです。 

その時からたくさんの少年たちに出会ってきました。心が痛むのは、彼らのほとんどが、生まれて

この方、腹から笑ったことがないという事実です。 

 みんな幸せが欲しくて、欲しくて、懸命に手を伸ばしているのに、どこかで歯車が狂ってしまって

いる。 

 彼らは自分のことをカスとかゴミだと言いますが、私は彼らを無条件で好きになります。 

「君が大事なんだ。可愛くて、可愛くて仕方ないんだよ」 

と言うと、涙をポロポロ流します。 

 非行を犯して一時的に愉快になっても、それは真意ではなく、その後ずっと罪の意識でビクビクし

ながら過ごすことになる。人に感謝される行いを積み重ねてこそ、本当の幸せを手にできるといつ

も説いています。 

 あの少年が保護観察になると聞いた時、私は観察官の方に頼んで彼を担当させてもらいました。 

嫌がっていた彼は、私が彼のために保護司になったと告げると、驚きの表情を浮かべました。 

「もう一度君の笑顔を見たいんだよ。一緒に幸せを探そう」 

彼は声を上げて泣きました。 

 いまは寿司職人として独立を目指して頑張っています。ようやく軍艦が握れるようになった頃、

彼は私をお店に招待してくれました。 

カウンター越しに彼の笑顔を見た瞬間、私は思わず胸がいっぱいになりました。 

目頭を押さえながら食べた彼のお寿司は、世界一の味がしました。 

かかわった少年たちのことは、片時も頭から離れません。 

 観察期間が過ぎても慕ってくる彼らから、私は与えた以上の喜びを与えられ、抱えきれないくらい

の心の財産をいただいています。 

 

 

 

 

 



 

 その後、家族がなかったり、家族崩壊の中、帰る家もなく希望を失った少年を「お帰り」と迎え

てあげる家をつくりたいと考え、私は立ち直り支援の「少年の家」「ロージーベル」を立ち上げま

した。 

平成二十三年にＮＰＯ法人に認定。現在少年たちが日々笑いの中、生活をともにしています。 

 人は誰でも心の中に幸せの鐘を持っています。一人がその鐘を鳴らすと、周りの鐘も共鳴して幸

せ色に変わっていくのです。 

 その鐘の音が共鳴し合い、周りをどんどん幸せ色に変えてゆけるよう、今日も私は少年たちに、一

緒に幸せの鐘を鳴らそうよ、と呼びかけ続けています。 

 そう、人は幸せになるために生まれてきたのですから。 

 

 

 

 3 月に受けた小児歯科のセミナーで、岡山大学の岡崎先生のお話です。 

「自分は少年院にも時々行くんだけど、最初は目つきの悪い子供たちからにらまれて怖かったよ。

何回か行くうちに、とりわけガラが悪く、顔色も悪いグループがいるんだが、3 か月もすると顔色

がよくなり笑顔も出るようになることに気が付いた。その子たちはまともな食事をしていなかった

んだ。少年院に入って、3 度の食事を食べ、規則正しい生活をすることで体が健康になり、心にも

余裕が出てくるんだな。」 

 また、少年院に入る子の 7 割は親から虐待を受けたことがあるそうです。一番愛されるはずの親

から虐待されては、大人を社会を信用できるはずがない、ともおっしゃっておられました。 

 昔のように子供が外で遊ぶ風景を見ることも少なくなり、携帯の普及でコミュニケーションがう

まくいかなくなっているということも指摘されています。 

自分の子供だけが良ければよいというのではなく、私たち大人が、おせっかい叔母さんや叔父さん

になって、よその子にも声をかけ、見守っていく必要があるのではないでしょうか。そして、「生

まれてきてよかった」と思える社会を作っていきたいですね。 

 

 

  

３月から受付横に「東日本大震災募金箱」を置いておりました。 

３月・９４８８円、４月・４１６０円の募金が集まりました。この募金は、責任を持って日本赤十

字社にご送金させていただきます。ご協力ありがとうございました。 
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